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学生確保の見通し等を記載した書類 

（１） 新設組織の概要 

①新設組織の概要（名称、入学定員（編入学定員）、収容定員、所在地） 

新設組織 入学 収容 所在地 

定員 定員 （教育研究を行うキャンパス） 

AI・デジタル情報工学科  32 人 160 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

ロボット・システムデザイン工学科  32 人 160 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

半導体・電気情報通信工学科  32 人 160 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

エネルギー・機械デザイン工学科  32 人 160 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

化学・生命工学科  32 人 160 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

 

既設組織 入学 収容 所在地 

定員 定員 （教育研究を行うキャンパス） 

機械システム工学科  40 人 200 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

電気情報工学科  40 人 200 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

システム制御情報工学科  40 人 200 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

物質化学工学科  40 人 200 人 旭川市春光台２条２丁目１-６ 

 

  ②新設組織の特色 

旭川高専の既設全４学科を廃止し、北海道の地域性と社会ニーズにあわせた新たな学科を新

設する。新設組織全体として養成する人材像は「未来の予測が困難な時代に、確かな専門知識

と教養および実験に裏付けられた経験を持ち、それらと情報技術を有効に活用して社会課題を

解決することができる。」としている。養成する人材像に照らして新たな学科として「AI・デ

ジタル情報工学科」、「ロボット・システムデザイン工学科」、「半導体・電気情報通信工学科」、

「エネルギー・機械デザイン工学科」、「化学・生命工学科」の、５つの学科を設置する。学校

全体での収容定員は 800 人で既設組織と変わらないが、１学科当たりの入学定員は 32 人（収

容定員 160 名）とする。学位の分野はいずれの学科も「工学」とする。 

 

   新設組織【学科共通】の特色として、 

・文科省 AI・数理データサイエンス認定制度のリテラシー、応用基礎の認定カリキュラム 

・北海道の特色である半導体を含む内容を必修科目で配置 

・北海道の特色であるサスティナビリティ、グリーントランスフォーメーション（GX)、スマ

ート農業、医療福祉、ビジネス分野の社会実装系選択科目を配置 

・KOSEN”4.0”イニシアチブ「北海道ベースドラーニング」を発展させた実践を伴った課題

発見解決型「北海道共創ラーニング」科目の配置 

・学科の垣根を取り払った学科間共通科目の配置 
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  新設組織【学科（専門分野）】の特色として、 

【AI・デジタル情報工学科】 

・生成 AI やデジタル技術の急速な普及や技術の進化に適応でき、北海道の産業 DX 化や半

導体のユースケースにも対応する人材育成をするため、AI を中心にソフトウェア面の情報

技術の学びに主眼をおいたカリキュラム 

機械・電気電子・化学生物の基礎を学び、情報工学の専門知識と技術および自然科学や

工学の基礎知識を身につけ、新たなデジタル社会を切り拓くために、新技術分野に柔軟

に対応することができる人材を育成する。 

【ロボット・システムデザイン工学科】 

・装置の自動化やシステム全体を俯瞰する人材を育成するため、機械系、電気電子系、情報

系の複合的な領域で設計デザインできる人材育成を強化するカリキュラム 

機械工学、電気・電子工学、情報工学における知識と、システムデザインの考え方を身

につけ、複合・融合領域にまたがる社会や地域特有の課題に対応することができる人材

を育成する。 

【半導体・電気情報通信工学科】 

・先端半導体企業の集積地となって急務となっている北海道の半導体人材育成や 6G など次

世代通信技術を備えた人材育成を強化するカリキュラム 

電気・半導体工学、情報通信工学の専門知識と、電気・半導体デバイス技術と情報通信

技術とが融合する広い専門的視野を身につけ、新技術分野に柔軟に対応することができ

る人材を育成する。 

【エネルギー・機械デザイン工学科】 

・再生可能エネルギーの割合が全国平均より高い北海道において、機械系分野を基礎に GX

で活躍できる人材育成を強化するカリキュラム 

機械工学の知識を核に、航空宇宙分野の開拓や新たなエネルギー（GX）・輸送・環境技術

をデザインし専門的視野を身に着け、持続可能な社会に貢献することができる人材を育

成する。 

【化学・生命工学科】 

・日本最大の食料供給地として農林水産業が盛んである北海道の産業構造に鑑み、これらの

基礎となる生物に関する高度な知識と技術を持った人材育成を強化するカリキュラム 

化学および生物学の専門知識と自然科学や工学、情報技術の基礎知識を身につけ、それ

らを基に化学・生命工学が関わる幅広い分野に対応することができる人材を育成する。 

 

（２） 人材需要の社会的な動向等 

  ①新設組織で養成する人材の全国的、地域的、社会的動向の分析 

デジタル化の急速な進展は、世界に対する根本的な構造変化をもたらすとともに発展可能性

を有している。特にコロナ禍以降、社会全体のデジタルトランスフォーメーション（DX）は加

速してきている。DX の中核をなす技術が生成 AI を含む AI であり、AI を作り、生かし、多様
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性を内包した持続可能な社会の在り方や新しい社会にふさわしい製品・サービスをデザイン

し、そして、新たな価値を生み出すことができる人材がますます求められている。デジタル化

の加速度的な進展と脱炭素の世界的な潮流は、これまでの産業構造を抜本的に変革するだけで

はなく、労働需要の在り方にも変化をもたらすことが予想される。そのような状況において、

日本の持続的な成長・発展を実現するためには、成長が見込まれる分野や複雑化する地域課題

の解決をリードする高度専門人材が不可欠である。また、デジタル・半導体、グリーン等の人

類の新たな課題に挑戦していく成長分野への転換や、農業、観光等の地域を支える分野の振興

など産学官が一体となって、未来社会を創出し、けん引する高度専門人材を育成する必要があ

る。 

デジタル競争力について、我が国の競争力は著しく低い。労働力不足に直面する我が国の多

くの産業は、サービスを維持・拡大するために、IT で補完する必要性が生じているが、人材の

リスキリングが停滞した場合、2030 年には先端 IT人材が 54.5 万人不足するとの試算もある。

また、業務で重要な分野と異なる学問分野の出身者の割合は、ソフトウエア・情報システム開

発分野で約 10％と突出して高い。そのほか、DX の取組を進めるに当たっての課題として人材

不足を掲げる企業は、アメリカ（20.7％）やドイツ（33.0％）と比較して日本（41.7％）は高

い割合を示している。さらに、AI、バイオテクノロジー、マテリアル、半導体、Beyond 5G （6G）

等は我が国の経済・社会を支える基盤的な技術であるとともに、フュージョンエネルギーや量

子技術等が新たな産業の芽となる技術となっていくことが想定される中、サプライチェーンに

おける我が国の戦略的自律性・不可欠性を確立するためにも、これらの重要分野を担い、けん

引する人材の育成も急務である。例えば、我が国の成長と安全保障の両面から重要な位置づけ

にある半導体産業については、今後 10 年間で少なくとも４万人程度の人材が追加で必要にな

ると見込まれている。加えて、2050 年カーボンニュートラルの実現に向け、GX が進められる

中、脱炭素に向けた潮流は、新たな産業構造への転換をもたらし、特に化石燃料に関連する産

業の雇用を減少させる一方、再生可能エネルギー等で新たな雇用を創出することが予測される。

（我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申） 令和７年２

月 21 日 中央教育審議会を元に作成） 

北海道の産業における製造業比率は全国平均値 18.4％の約半分 9.4％である。そして北海道

の代表産業は、製造業の約 35％を占める食料品加工業とこれを支える農業や漁業であり、旭川

に位置する本校としては、「食」と「農業」を抜きにした取組は考えられない。少子・高齢化に

ついては、直ちに対策を講じても結果が出るには 20 年近い時間が必要であるが、地元の雇用

を増やし、必要な都市機能を充実・維持していけば、過疎化の進展にブレーキを掛けることが

可能となる。その実現のためには、若者にとって魅力的な新たな雇用を地元に創出しなければ

ならない。本校の取り組むべき課題としては、産業構造や就業構造の変革のキーとなる AI・デ

ータサイエンス、IoT、ロボティクス、情報セキュリティ分野の人材育成強化と共に北海道の

強みの分野と工学技術の融合による新たな可能性を生み出していくことである。 

最近、令和５年２月に国からの多大な支援のもと次世代半導体工場が北海道（千歳市）に設

立されることになった。これは、北海道の産業界にとってゲームチェンジャーになりうる状況

である。また、AIが技術のキーとなる新たな時代に必要な人材は、デジタル人材である。半導
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体のハード面と AI・数理データサイエンスのソフト面の双方について実践を伴う人材の育成

が不可欠である。電子情報技術産業協会(JEITA)が示した今後 10年間の半導体人材の必要数は

北海道だけで 6,000 人と見込まれている。 

各専門分野との融合、連携、高度化そして新たな価値創造のため、北海道の食・農、および

GXを学ぶことにより、持続可能な社会を作り北海道を牽引する人材の育成が期待されている。 

このように、本校の新設組織で養成する人材像は、全国的にも、地域的にも、社会の動向に

沿ったものであり、新設５学科全てで人材の需要は十分にある。 

 

②中長期的な 18歳人口等入学対象人口の全国的、地域的動向の分析 

高專への主たる進学者である 15 歳人口は、昭和 38（1963）年の約 249 万人をピークに、平

成元（1989）年の約 205 万人を経て、大幅に減少を続けており、令和３（2021）年には約 106

万人とピークから半減している。仮に急速な少子化に伴う 15 歳人口の減少が推計どおりに進

行すれば、2037 年には、約 74 万人、現在の規模と比較すると約 67％になることが予想され

ている。（我が国の「知の総和」向上の未来像 ～高等教育システムの再構築～ （答申） 令和

７年２月 21 日 中央教育審議会を元に作成） 

北海道は全国で最も過疎化、少子・高齢化が厳しい地域である。しかしながら、本校に在籍

する学生の 2/3 を占める旭川市は、今後少子化が進むものの、現在北海道第２の人口規模（2025

年４月１日現在 314,101 人）を誇る。年齢別人口から 15 歳人口を推計すると、2026 年 2,476

人、2031 年 2,285 人、2036 年 1,725 人と推移し、15 歳人口の減少率は全国平均と同等かやや

少ない状況である。（資料１～３参照） 

一方で、旭川市では自然災害が少ないことから BCP などを積極的に打ち出し企業誘致を加速

させている。また、近隣の東川町では町の魅力発信や少子化対策が功を奏し人口増加に向かっ

ている地域もある。北海道全体としては、先端半導体企業の立地効果を全道規模に広げようと

いう取り組みを北海道庁が積極的に打ち出している。半導体関連企業の誘致または半導体ユー

スケースとしてデジタル関連企業が集まり、働く世代の子どもたちが増え、15 歳人口増加につ

ながることも期待できる。また、札幌市は 200 万都市であり、早期に科学技術を学ぼうとする

中学生は十分にいる。小学５年生から中学３年生まで参加できる早期の科学技術育成事業であ

る JST 委託事業「北海道ジュニアドクター育成塾」においては、全道各地から６年間で 200 名

以上を集め、高専で学ぶ潜在的な需要があることを確認している。 

これらに加え、15 歳人口に応じた公立高校の配置計画も適宜行われることから、学科名に社

会ニーズを反映した本校の新設組織は定員を充足できるといえる。 

 

③新設組織の主な学生募集地域 

学生の募集地域は、旭川市や上川地区を中心とし、稚内市や名寄市がある道北圏、北見市

や網走市があるオホーツク圏および札幌市がある道央圏を主とする。既設組織では、通学で

きる旭川市からの学生が約 2/3 を占めている。通学が難しい学生は定員が 280 名程度の規模

の学生寮があり、受け入れ態勢が整っている。新設組織でも同様に北海道第２位の都市であ
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る旭川市を中心に収容定員の 2/3 程度を目途に学生募集を行う。残りの 1/3 程度は、道北、

オホーツク、特に北海道 500 万人の半数が集まる道央圏に向けて学生募集を行う。少子化が

進む道央圏以外からの減少分を道央圏からの募集を強化する。また、北海道地区４高専で

は、複数校受験を行っており北海道全域から中学生の希望に合わせた学校選びが可能になっ

ている。 

このように、北海道全体から学生募集を行う仕組みがあるので、新設組織は定員を充足で

きると言える。 

 

④既設組織の定員充足の状況 

過去５年間の志願者数、合格者数、入学者数は別紙２－1から２－４に示す。入学者数をみ

ると、令和３年度に機械システム工学科と電気情報工学科が、令和６年度にはその２科に加え

て物質化学工学科が、令和５年度では全学科が定員を充足していない状況が見られる。令和４

年度入試から推薦選抜の定員を入学定員の 60％としたが、志願者の継続的な増加にはつなが

っていない状況である。しかしながら、志願者数をみると、全体で低下傾向にあるものの公立・

私立高校と併願しているものも含めて 1.4 倍以上あり、高専に入学を希望する学生の需要は十

分にあると考える。新設する学科は、５学科全て定員を 32 名としており、令和５年度の４学

科の入学者数をみると、機械システム工学科が 32 名を下回っているものの、他ではこれを上

回っている。また、令和７年度には、既設組織の全学科定員を満たしている状況であることを

付記する。 

 

（３） 学生確保の見通し 

①学生確保に向けた具体的な取組と見込まれる効果 

  ア 既設組織における取組とその目標 

入試 

・推薦選抜（１月） 定員の 60％程度 

 推薦出願資格（次のいずれかを満たすこと） 

 ・３年間で９教科５段階評定の合計が 105 以上であり、 

       主要５教科の５段階評定の合計が 60 以上 

・３学年のみ９教科５段階評定の合計が 35 以上であり、 

      主要５教科の５段階評定の合計が 20 以上 

・３年間で Dランク以上であり、 

      数学各学年の５段階評定が４以上 

 自己推薦制度 

  第一希望学科と第二希望学科を志望可能 

 選抜方法 

  中学校の成績（学習点）と面接試験の総合判定 
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・一般学力選抜（２月） 

  試験科目    国語・社会・数学・理科・英語、（５科目） 

  試験会場  旭川高専、釧路高専、函館高専、苫小牧高専 

        札幌会場、帯広会場、北見会場、東京会場 

  選抜方法 

学力検査(800 点:数学・理科・英語２倍) 

       ＋学習点(210 点:主要５科目２倍)の総合判定 

  公立・私立高校との併願可能 

・複数校志望制度 

       一般学力選抜において、函館高専、苫小牧高専、釧路高専と志望学科の選択順を記

載可能 

広報・PR活動等 

・オープンキャンパス（体験入学）の実施 

     ・進学説明会等の複数回実施（令和６年度 12 回実績） 

       WEB 進学説明会、イオン旭川西での出張オープンキャンパス、旭川高専でオープンキ

ャンパス、北見市、帯広市、札幌市での説明会・個別相談会、旭川高専で学校祭、平

日夜間での実施、進路指導担当者との情報交流会（北見、帯広、旭川） 

     ・中学校主催進学説明会（令和６年度 21 校実績） 

     ・中学校・学習塾訪問（令和６年度訪問回数のべ 106 回実績） 

     ・広報（広告） 

       道新受験情報誌、北海道高校ガイドブック、石狩管内中学校進路の手引き、札幌市

中学校進路のしおり、旭川市教育委員会進路の学習 

     ・各学科イベント 令和６年度８件実績 

     ・旭川 ICT パークによる小中学生向け講座 

     ・公開講座 

     ・JST 委託事業「北海道ジュニアドクター育成塾」および「北海道ジュニアドクター育成

塾 2.0」令和元年から６年度まで受講者 214 名のうち 38 名が旭川高専入学 

 

  イ 新設組織における取組とその目標 

 既設組織での入試・学校 PR 効果の継続および HP や SNS での情報発信の充実を目標と

する。 

入試制度は継続 

広報・PR活動等 

・オープンキャンパス（体験入学）の実施 

     ・進学説明会等の複数回実施（10 回以上目標） 

       WEB 進学説明会、旭川高専でオープンキャンパス、北見市、帯広市、札幌市での説明

会・個別相談会、旭川高専で学校祭、平日夜間での実施、進路指導担当者との情報

交流会など 

     ・中学校主催進学説明会（15校以上目標） 

     ・中学校・学習塾訪問（訪問回数のべ 100 回以上目標） 
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     ・広報（広告） 

       道新受験情報誌、北海道高校ガイドブック、石狩管内中学校進路の手引き、札幌市

中学校進路のしおり、旭川市教育委員会進路の学習ほか 

     ・旭川 ICT パークによる小中学生向け講座 

     ・公開講座 

     ・JST 委託事業「北海道ジュニアドクター育成塾 2.0」継続 

     ・HP・SNS での継続的な情報発信 

     ・メディア露出機会の創出（２回以上） 

 

  ウ 当該取組の実績の分析結果に基づく、新設組織での入学者の見込み数 

北海道での少子化は加速度的に進んでいたが、千歳市への 2022 年度の世界最先端半導体

製造を目指すラピダス進出や札幌市へのグリーントランスファー推進拠点の設置等により

数兆円規模での投資が見込まれ、北海道の人口減少、少子化に歯止めがかかることが予想

される。また、北海道での産業構造の変化が進み、デジタル人材と北海道の課題解決の経験

を持つ高専生の需要は増加し、特に北海道内での就職先増加が見込める。これまでも 1.4 倍

以上の倍率があるので、デジタル情報工学を主とする学科の設置、半導体関連を強化する

学科の設置など、魅力ある学科の設置と北海道で活躍できる場ができたことにより高専に

入学を希望している中学生のいっそうの取り込みが可能である。これにより、各学科32名、

５学科での定員 160 名を確保することは十分見込まれる。 

 加えて直近の令和７年度入試をみると、半導体をきっかけとした北海道での高専の認知

度向上や高専教育の魅力発信強化の取り組み等にともない、少子化が進むにもかかわらず

1.7 倍の倍率となったことを付記する。 

 

②競合校の状況分析（立地条件、養成人材、教育内容と方法の類似性と定員充足状況） 

  ア 競合校の選定理由と新設組織との比較分析、優位性 

    学問分野の類似性で比較した場合、近隣地区としては旭川工業高校が対象となる。偏差

値を比較すると受験者層は異なっていると考えられる。また、旭川西高校の理数科が対象

となる。当該校はスーパーサイエンスハイスクールの指定校であり科学に興味がある層が

受験対象となるが、高度な実験設備がある状況ではないので、本校が養成する人材像で特

に、「実験に裏付けられた経験」の部分で優位性がある。 

    立地および学力層で比較した場合、公立高校では旭川東高校、旭川北高校、旭川西高校

が比較対象となる。また、私立高校では、旭川実業高校の特進コース等が比較対象とな

る。いずれも普通科で主として大学受験が目的となっており、中学卒業段階で専門性を決

めかねている層になっているので、本校の受験者層と異なる。 

    高専で比較すると、北海道には、苫小牧高専、釧路高専、函館高専の３校が対象とな

る。一番近い苫小牧高専でも路程が 200ｋｍ離れており、函館高専にいたっては 440ｋｍ

離れている。北海道４高専で複数校受験制度を構築しており、学力選抜時は学校を問わず

志望学科の順番をつけることができる。ただ、旭川高専以外では、入学時に専門学科を選

ぶのではなく、１学科または機械系電気系情報系などをまとめた学科構成になっていな

―学生確保（本文） -8-



9 
 

い。学びたい分野が比較的明確な受験生にとっては１年次から専門学科を学べるという点

において優位性がある。 

    このように新設組織の特色から、近隣の受験者層が異なるので競合校が存在しない。 

   

  イ 競合校の入学志願動向等 

   明確な競合校はないが近隣の学校の状況は資料４～６のとおり。 

 

  ウ 新設組織において定員を充足できる根拠等（競合校定員未充足の場合のみ） 

   明確な競合校がないため、人材需要や 15歳人口を鑑み、定員を充足できる。 

 

  エ 学生納付金等の金額設定の理由 

   高専機構により一律に設定 

 

③先行事例分析 

  該当なし 

 

④学生確保に関するアンケート調査 

資料７に示すように、2023 年度卒業生・修了生アンケート調査（354 名回答）によれば、

今後求められる能力・技能として、４割近くが AI、数理データサイエンス、IoT を活用で

きる力を挙げている。 

また、資料８に示すように、2023 年出張オープンキャンパスでのアンケート調査（74

名回答）によれば、今後重要となると思われる知識・技術・能力として、AI の回答者が

77％にも及び、それに続き、２番目が半導体で 31%、その他、数理データサイエンス、DX、

IoT、サイバーセキュリティー、ロボット、情報通信などが挙げられている。 

オープンキャンパスなどに参加した小中学生の複数名から、生物は勉強できないのか

の質問があった。これは学科名の中で明確に生物の名称がなかったためと考えている。そ

のため、従来の化学系の学科名に生命工学（生物）の名称も加えたいと考えている。資料

８の出張オープンキャンパスでのアンケート調査によれば半導体は 23 件（31％）必要と

回答があった。ただし、農業に関する技術の希望者は確認できなかった。しかし、資料７

の卒業生・修了生のアンケートからは、農業における労働力不足、ホタテ貝殻の有効利用、

地域産業の発展に寄与する学び、農業・畜産分野における工学が指摘されている。 

 

⑤人材需要に関するアンケート調査等 

資料９に示すように、85 社を対象とした 2022 年度の就職先アンケート調査、146 社を

対象にした 2023 年度のアンケートによれば、専門分野の人材だけでなく、ICT、AI、デー

タサイエンス、IoT を含む IT 人材への要望が提起されている。また、半導体、DX、GX な

どにも関心があることがわかる。 

2022 年度から北海道では半導体が注目され、それ以前とは状況が異なってきた。世界

最先端半導体技術を目指すラピダス社の意向では、半導体×AI・数理データサイエンスの

分野が必要であると指摘されている。また、本来の専門に優れた人材もすそ野の広い半導

体産業には必要であることが執行役員から指摘されている（2023 年９月 28 日開催の日本

工学アカデミー茶話会にて）。そのため、電気・半導体を専門とし、AI・数理データサイ
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エンス分野の科目を履修する学科、デジタル情報を専門とし、半導体関連科目を履修する

学科、さらに従来の機械、制御、化学・生物を専門とする学科のすべてが必要と判断して

いる。 

 

（４）新設組織の定員設定の理由 

これらを総合して、デジタル情報を専門にする学科を新設が必須であった。また、既設

学科について 20 年以上改組が行われておらず、合わせて全学科の教育内容を見直すこと

とした。しかしながら、少子化が進む中、新しい学科を作るために収容定員を増やすこと

は難しいと判断した。そのため、１学科あたりの定員を減らし、収容定員を変えることな

く新しい分野に対応した学科を作ることとした。社会ニーズに照らして、AI・数理データ

サイエンス分野、半導体分野と北海道共創ラーニングによる課題解決を全ての学科に導

入して、より一層の専門知識の充実と展開を図ることとした。既設学科の倍率や定員充足

率をみると、新設学科で 32 名は確保できることは間違いない。 

直近の令和７年度入試をみると、半導体をきっかけとした北海道での高専の認知度向

上や高専教育の魅力発信強化の取り組み等にともない、少子化が進むにもかかわらず 1.7

倍の倍率となった。高専が第１希望ではない学生も含むが、高専に魅力を感じている学生

が相対的に増えていることが明確になった。 

このように、予測しにくい社会において、子どもたちの夢をかなえる場として新たな学

びを提供し、北海道の産業を牽引する人材や、北海道を基盤として世界で活躍する人材を

輩出できることに大きな期待がある。 
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　この表では旭川市と東鷹栖町が合併し，現行の市区域となった昭和46年3月以降を対象に毎月1日時点（平成25年11月までは末日時点）における地区別人口（総数）の推移を掲載しています。

単位：人

西暦 年 月 日 全市 西 中央 大成 東 新旭川 北星 春光 神居 永山 江丹別 東旭川 神楽 西神楽 東鷹栖

住民基本台帳による地区，年次別世帯数及び人口の推移【人口（総数）】

2024 令和6 10 1 317,167 10,412 3,044 5,977 44,699 11,401 30,154 30,578 29,070 40,402 243 49,572 31,152 2,695 27,768

2024 令和6 11 1 316,801 10,406 3,029 5,974 44,605 11,409 30,136 30,526 29,053 40,383 240 49,502 31,116 2,697 27,725

2024 令和6 12 1 316,482 10,402 3,036 5,961 44,555 11,403 30,122 30,501 29,029 40,284 242 49,424 31,135 2,690 27,698

2024 令和7 1 1 316,183 10,383 3,024 5,945 44,474 11,376 30,117 30,500 29,029 40,271 239 49,394 31,088 2,686 27,657

2024 令和7 2 1 315,652 10,361 3,021 5,925 44,387 11,358 30,048 30,465 28,948 40,204 237 49,340 31,055 2,683 27,620

2024 令和7 3 1 315,341 10,349 3,042 5,909 44,333 11,349 29,994 30,434 28,894 40,158 234 49,340 31,043 2,672 27,590

2024 令和7 4 1 314,101 10,283 3,106 5,863 44,187 11,322 29,865 30,244 28,779 39,956 232 49,185 30,899 2,668 27,512

2024 令和7 5 1

2024 令和7 6 1

2024 令和7 7 1

2024 令和7 8 1

2024 令和7 9 1

2024 令和7 10 1

2024 令和7 11 1

2024 令和7 12 1

※平成19年4月～平成21年9月は，翌月以降の転出予定者数を含まない。

出典：　旭川市　https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/701/705/d055301.html
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全市

●　各歳別 令和7年4月1日現在

年齢 人口 男 女 年齢 人口 男 女 年齢 人口 男 女

0 709         1,391             682             35 1,372         2,746          1,374          70 2,460         4,563          2,103          

1 713         1,430             717             36 1,459         2,881          1,422          71 2,580         4,739          2,159          

2 807         1,628             821             37 1,553         3,102          1,549          72 2,834         5,209          2,375          

3 831         1,725             894             38 1,477         3,029          1,552          73 2,966         5,246          2,280          

4 890         1,797             907             39 1,686         3,308          1,622          74 3,158         5,636          2,478          

5 938         1,925             987             40 1,783         3,485          1,702          75 3,374         6,055          2,681          

6 1,011         2,070          1,059          41 1,730         3,551          1,821          76 3,303         5,790          2,487          

7 1,008         2,101          1,093          42 1,835         3,635          1,800          77 3,029         5,341          2,312          

8 1,070         2,154          1,084          43 1,898         3,716          1,818          78 2,839         4,894          2,055          

9 1,110         2,285          1,175          44 1,865         3,665          1,800          79 2,064         3,426          1,362          

10 1,182         2,308          1,126          45 2,059         4,058          1,999          80 2,138         3,624          1,486          

11 1,206         2,419          1,213          46 2,236         4,388          2,152          81 2,467         4,094          1,627          

12 1,216         2,397          1,181          47 2,268         4,404          2,136          82 2,324         3,800          1,476          

13 1,212         2,477          1,265          48 2,183         4,396          2,213          83 2,480         3,913          1,433          

14 1,198         2,476          1,278          49 2,327         4,607          2,280          84 1,988         3,150          1,162          

15 1,219         2,540          1,321          50 2,624         5,039          2,415          85 1,695         2,684             989          

16 1,247         2,592          1,345          51 2,558         4,913          2,355          86 1,591         2,518             927          

17 1,270         2,602          1,332          52 2,539         4,874          2,335          87 1,703         2,630             927          

18 1,225         2,524          1,299          53 2,404         4,683          2,279          88 1,440         2,234             794          

19 1,205         2,376          1,171          54 2,391         4,531          2,140          89 1,383         2,104             721          

20 1,242         2,460          1,218          55 2,396         4,590          2,194          90 1,192         1,707             515          

21 1,282         2,553          1,271          56 2,423         4,477          2,054          91 1,010         1,471             461          

22 1,184         2,345          1,161          57 2,453         4,594          2,141          92 1,002         1,401             399          

23 1,246         2,536          1,290          58 1,946         3,711          1,765          93 773         1,063             290             

24 1,213         2,463          1,250          59 2,284         4,101          1,817          94 677            922             245             

25 1,200         2,473          1,273          60 2,299         4,203          1,904          95 532            672             140             

26 1,241         2,514          1,273          61 2,212         4,257          2,045          96 437            548             111             

27 1,201         2,458          1,257          62 2,266         4,160          1,894          97             33571406                          

28 1,214         2,467          1,253          63 2,211         4,097          1,886          98             21640256                          

29 1,170         2,389          1,219          64 2,215         4,104          1,889          99             15723180                          

30 1,252         2,618          1,366          65 2,184         4,149          1,965          100～             28245327                          

31 1,261         2,496          1,235          66 2,257         4,157          1,900          不詳 - --                                             

32 1,289         2,629          1,340          67 2,294         4,284          1,990          総数 168,698      314,101       145,403       

33 1,331         2,712          1,381          68          4,265          1,930          2,335 平均年齢 51.6 49.3 53.6

34 1,308         2,571          1,263          69 2,346         4,437          2,091          176,568世帯数       … …

●　５歳階級別 ●人口分析

  年少人口指数 17.8

総数 男 女 総数 男 女   従属人口指数 83.0

0～4 3,950         7,971          4,021          2.5 2.8 2.3 老齢人口指数 65.2

5～9 5,137        10,535          5,398          3.4 3.7 3.0 老齢化指数 365.9

6,01410～14         12,077          6,063          3.8 4.2 3.6 人口性比（女性＝100） 86.2

6,16615～19         12,634          6,468          4.0 4.4 3.7 １世帯当たり人員（人） 1.8

6,16720～24         12,357          6,190          3.9 4.3 3.7   人口密度（人/㎢） 420.1

6,02625～29         12,301          6,275          3.9 4.3 3.6   面積(㎢） 747.66

6,44130～34         13,026          6,585          4.1 4.5 3.8   

7,54735～39         15,066          7,519          4.8 5.2 4.5   

9,11140～44         18,052          8,941          5.7 6.1 5.4   

11,07345～49         21,853         10,780         7.0 7.4 6.6   

12,51650～54         24,040         11,524         7.7 7.9 7.4   

11,50255～59         21,473          9,971         6.8 6.9 6.8   

11,20360～64         20,821          9,618         6.6 6.6 6.6   

11,41665～69         21,292          9,876         6.8 6.8 6.8

13,99870～74         25,393         11,395         8.1 7.8 8.3

14,60975～79         25,506         10,897         8.1 7.5 8.7

11,39780～84         18,581          7,184         5.9 4.9 6.8

7,81285～89         12,170          4,358          3.9 3.0 4.6

4,65490～94          6,564          1,910          2.1 1.3 2.8

1,67795～99          2,062             385          0.7 0.3 1.0

100～             28245327                          0.1 0.0 0.2

15,101　　0～14         30,583         15,482         9.7 10.6 9.0

87,752　15～64       171,623         83,871         54.6 57.7 52.0

　65～ 65,845      111,895         46,050         35.6 31.7 39.0

第４表　年齢別人口及び人口分析（全市・地区別）

年齢階級
人口 割合（％）

＜人口分析算出式＞

年少人口指数

0～14歳人口÷15～64歳人口×100

従属人口指数
（0～14歳人口＋65歳以上人口）÷

15～64歳人口×100

老齢人口指数
65歳以上人口÷15～64歳人口×100

老齢化指数
65歳以上人口÷0～14歳人口×100

人口性比(女性を100とした場合）
男性人口÷女性人口×100（

再
掲）

＜人口分析算出式＞

年少人口指数

0～14歳人口÷15～64歳人口×100

従属人口指数
（0～14歳人口＋65歳以上人口）÷

15～64歳人口×100

老齢人口指数
65歳以上人口÷15～64歳人口×100

老齢化指数
65歳以上人口÷0～14歳人口×100

人口性比(女性を100とした場合）
男性人口÷女性人口×100

出典： 旭川市 https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/701/705/d055301.html―学生確保（資料） -3-



出典：旭川市　https://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/700/701/705/d055301.html
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１　中卒者の状況及び調整計画 ← 実数 → 推計

30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 R10～R13 R7 ～ R13 14

(2018) (2019) (2020) (2021) (2022) (2023) (2024) (2025) (2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) の 増 減 の 増 減 (2032)

2,703 2,912 2,730 2,629 2,715 2,565 2,576 2,507 2,455 2,475 2,359 2,401 2,280 2,265 ▲ 210 ▲ 311 2,154

77 89 91 76 75 83 60 51 60 49 51 50 55 45 ▲ 4 ▲ 15 47

111 108 112 122 111 110 105 115 109 114 131 110 111 98 ▲ 16 ▲ 7 106

64 58 56 50 51 45 50 48 51 59 43 50 53 44 ▲ 15 ▲ 6 48

27 32 24 26 20 37 24 21 25 28 27 27 25 32 4 8 22

77 77 85 83 70 73 75 83 81 78 78 94 83 92 14 17 105

89 79 88 81 69 68 69 82 87 72 70 82 54 70 ▲ 2 1 51

33 17 12 23 23 18 15 13 14 14 18 13 21 17 3 2 6

22 36 26 23 19 16 25 16 16 17 14 16 17 10 ▲ 7 ▲ 15 11

228 181 186 169 168 160 161 144 178 153 159 146 115 114 ▲ 39 ▲ 47 98

107 97 92 80 100 89 83 82 77 88 78 64 63 78 ▲ 10 ▲ 5 49

61 43 50 48 50 43 43 43 46 35 33 35 31 22 ▲ 13 ▲ 21 30

28 22 21 15 13 12 12 17 7 13 15 15 23 16 3 4 12

7 10 6 6 4 12 11 8 3 5 2 7 11 15 10 4 8

20 8 18 12 10 10 9 9 11 3 6 10 4 4 1 ▲ 5 7

3,654 3,769 3,597 3,443 3,498 3,341 3,318 3,239 3,220 3,203 3,084 3,120 2,946 2,922 ▲ 281 ▲ 396 2,754

▲ 247 115 ▲ 172 ▲ 154 55 ▲ 157 ▲ 23 ▲ 79 ▲ 19 ▲ 17 ▲ 119 36 ▲ 174 ▲ 24 - - ▲ 168

上川１ 美瑛１ 美瑛１ 富良野１ 新設校５

２　定員及び欠員（令和６年度(2024年度)） ＊市町村立

計

CL 定員 CL 定員 CL 定員 全普 全職 定時

旭川東 6 240 1 40 280 1 21

旭川西 5 200 200

旭川南 5 200 200

旭川北 5 200 1 40 240 -1 28

公立3校 公立1校 公立4校 公立3校 公立1校 公立4校 富良野△4 旭川永嶺 5 200 200

旭川北△1 上川△1 旭川東△1 旭川西△１ 美瑛△１ 旭川北△１ 富良野緑峰△３ 旭川商業 5 200 1 40 240 28

旭川工業△1 （２次募集後） 旭川永嶺△1 旭川商業△１ （２次募集後） 旭川南△１ 旭川工業 6 240 2 80 320 34 49

上川△1 富良野緑峰△1 美瑛△１ 旭川永嶺△１ 旭川農業 4 160 160 7

（２次募集後） 美瑛△1 （２次募集後） 富良野△１ 鷹栖 1 40 40 21

（２次募集後） （２次募集後） 東川 2 80 80 9

旭川西 新設校 美瑛 1 40 40 22

単位制 単位制 上川 1 40 40 19

富良野 4 160 160 31

富良野緑峰 3 120 120 76

全日制 3,856 3,856 3,696 3,616 3,616 3,456 3,496 3,416 3,416 上富良野 1 40 40 18

定員 定時制 240 240 240 240 240 240 240 240 240 *南富良野 1 40 40 20

計 4,096 4,096 3,936 3,856 3,856 3,696 3,736 3,656 3,656 *幌加内 1 40 40 23

全日制 105.5 102.3 102.8 105.0 103.4 103.4 105.4 105.5 106.1 公立計 37 1,480 18 720 6 240 2,440 140 117 149

定時制 6.6 6.4 6.7 7.0 6.9 7.2 7.2 7.4 7.5 旭川志峯 225 225 80

計 112.1 108.7 109.4 112.0 110.2 110.6 112.6 112.9 113.5 旭川実業 205 120 325 42 3

旭川龍谷 240 240 37

旭川藤星 140 140

旭川明成 206 206 -45

比率 4(2022) 6(2024) 私立計 1,016 120 1,136 114 3

公立 68.6 67.5 旭川高専 4 160 160 34

私立 31.4 32.5 合計 37 2,496 22 1,000 6 240 3,736 254 154 149

割合 74.7 29.9 7.2 111.8

学級増

愛 別 町

上 川 町

富 良 野 市

上 富 良 野 町

中 富 良 野 町

南 富 良 野 町

美 瑛 町

対 前 年 増 減

占 冠 村

幌 加 内 町

高等学校配置計画検討資料

比 布 町

学 区 内 中 卒 者 数

市町村

上
　
川
　
南

旭 川 市

鷹 栖 町

東 神 楽 町

当 麻 町

東 川 町

上川南　学区

全日：職 定時 ６年度欠員全日：普

学級定員増

調整計画 学級減

転換等

中卒者
に対す
る割合

速
報

資
料
３

―学生確保（資料） -5-



上川南学区　進学者の状況（全日制課程） 令和６年度（2024年度）

上川南

旭川 鷹栖 東神楽 当麻 比布 東川 美瑛 小計 愛別 上川 小計 富良野 上富良野 中富良野 南富良野 占冠 小計 幌加内 上川4 上川5 宗谷1 宗谷2 宗谷3 宗谷4 幌延 空知2 空知4 空知5

旭 川 東 6 240 183 9 2 2 6 4 206 1 1 6 1 7 214 4 9 1 1 8 2 25 239 1

(1) (40) (26) (3) (1) (30) (30) (1) (3) (3) (3) (10) (40)

旭 川 西 5 200 146 3 3 2 2 4 4 164 2 3 1 1 7 171 8 5 1 9 6 29 200

旭 川 南 5 200 148 19 10 9 186 1 8 1 10 196 1 1 1 1 4 200

旭 川 北 5 200 153 3 3 1 3 6 3 172 2 1 3 4 2 2 1 9 184 2 9 1 4 16 1 201 -1

旭 川 永 嶺 5 200 158 9 2 8 1 2 1 181 3 8 11 1 1 1 194 1 1 1 1 1 1 6 200

(5) (200) (165) (5) (8) (2) (5) (5) (190) (2) (2) (4) (1) (1) (195) (1) (4) (5) (200)

旭 川 商 業 5 200 165 5 8 2 5 5 190 2 2 4 1 1 195 1 4 5 200

(6) (240) (164) (11) (2) (1) (4) (6) (188) (2) (2) (4) (2) (3) (9) (199) (1) (1) (3) (5) (1) (1) (206) (34)

旭 川 工 業 6 240 164 11 2 1 4 6 188 2 2 4 2 3 9 199 1 1 3 5 1 1 206 34

(4) (160) (126) (2) (1) (5) (8) (2) (1) (145) (3) (1) (4) (1) (1) (150) (1) (2) (3) (153) (7)

旭 川 農 業 4 160 126 2 1 5 8 2 1 145 3 1 4 1 1 150 1 2 3 153 7

旭川市内計 41 1,640 1,243 22 56 22 17 39 33 1,432 10 15 25 17 17 9 1 1 45 1 1,503 17 26 2 3 1 2 1 20 21 93 1 2 1,599 41

鷹 栖 1 40 16 3 19 19 19 21

東 川 2 80 55 9 6 70 70 1 71 9

美 瑛 1 40 6 1 9 16 16 2 18 22

(16) (640) (481) (7) (20) (9) (9) (14) (13) (553) (5) (5) (10) (4) (3) (4) (11) (574) (2) (4) (2) (1) (4) (10) (23) (1) (1) (599) (41)

45 1,800 1,320 25 66 22 17 45 42 1,537 10 15 25 17 17 9 1 1 45 1 1,608 17 26 2 3 1 2 1 20 21 93 2 4 1,707 93

旭 川 志 峯 225 145 80

旭 川 実 業 325 280 45

旭 川 龍 谷 240 203 37

旭 川 藤 星 140 140

旭 川 明 成 206 251 -45

1,136 1,019 117

国 旭 川 高 専 160 126 34

45 3,096 1,320 25 66 22 17 45 42 1,537 10 15 25 17 17 9 1 1 45 1 1,608 17 26 2 3 1 2 1 20 21 93 2 4 2,852 244

２
公
立

上 川 1 40 10 4 14 1 5 6 20 1 1 21 19

富 良 野 4 160 2 1 1 2 6 86 14 19 2 2 123 129 129 31

(3) (120) (26) (6) (8) (1) (41) (41) (3) (3) (44) (76)

富良野緑峰 3 120 26 6 8 1 41 41 3 3 44 76

上 富 良 野 1 40 21 1 22 22 22 18

＊ 南 富 良 野 1 40 2 2 2 1 7 1 11 13 6 1 7 20 20

(3) (120) (26) (6) (8) (1) (41) (41) (3) (3) (44) (76)

9 360 4 1 1 2 8 114 41 29 10 3 197 205 3 6 1 10 215 145

55 3,496 1,334 25 67 26 17 46 44 1,559 11 20 31 131 58 38 11 4 242 1 1,833 17 26 2 3 1 2 4 20 6 23 104 2 4 3,088 408

自学区

流入

流出

1,334 25 67 26 17 46 44 1,559 11 20 31 131 58 38 11 4 242 1 1,833 流出入全 道 計

公 立

私 立

高 専

計

計

公 立

私 立

高 専

道 外

計

公 立

上 川 ５ 公 立

宗 谷

公 立

私 立

計

上

川

３

公

立

計

学 区 計

学

区

外

上 川 ４

そ の 他

空 知 北 公 立

石 狩

公 立

私 立

計

上

川

１

公

立

計

私

立

計

計

上川北 宗谷
その他 計 道外

空知北
石狩

＊：市町村立　　　（）：普通科・総合学科以外（内数）

区分 学校名 学級 定員

学 区 内 学 区 外

留年 合計 欠員上川１ 上川２ 上川３
計

速
報

出典：令和６年度（2024年度）第１回公立高等学校配置計画地域別検討協議会資料 
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21
(9)

令和５年度 上川南学区における生徒の進路動向
【全日制課程(高等専門学校を含む)】

鷹栖･東神楽･当麻･
比布･東川･美瑛･幌加内

中卒者426人
（域内進学28人）

生徒数 98人
定 員 160人

旭川市
中卒者2,565人
（市内進学2,120人）

生徒数 2,885人
定 員 2,936人

公立
８校
41cl

私立
５校
36cl

愛別町・上川町
(旧上川第2学区)

中卒者34人
（域内進学13人）

生徒数 24人
定 員 40人

上川
１cl

富良野市
中卒者160人

（市内進学108人）

生徒数 156人
定 員 240人

鷹栖
１cl

上富良野･中富良野
･南富良野･占冠
中卒者156人
（域内進学30人）

生徒数 43人
定 員 80人

学区内中卒者：3,341人

高専
１校
４cl

資
料

４

46

旧上川第1学区＋幌加内

東川
２cl

美瑛
１cl

３cl

富良野

３cl

富良野
緑峰

１cl
上富良野

１cl
南富良野

旧上川第3学区

67

325
(117)

※流出入人数の(     )内は、道内私立学校入学者数(内数)

流出 124（ 48）人 石狩45（29）、上川北15、空知北19

流入 354（190）人 上川北81（38）、空知北49（17）、石狩43（25）

○学区外流出入の状況

：31人以上の進路動向

：11～30人の進路動向

18
(6)

出典：
  令和6年度（2024年度）第

１回公立高等学校配置計画
地域別検討協議会資料 
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令和７～１３ 令和１０～１３

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12 Ｒ13 (2025～2031) (2028～2031）

(2026) (2027) (2028) (2029) (2030) (2031) 年までの 年までの
増減 増減

3,220 3,203 3,084 3,120 2,946 2,922

▲ 19 ▲ 17 ▲ 119 + 36 ▲ 174 ▲ 24

( 2,455 ) ( 2,475 ) ( 2,359 ) ( 2,401 ) ( 2,280 ) ( 2,265 )

▲ 52 + 20 ▲ 116 + 42 ▲ 121 ▲ 15

( 178 ) ( 153 ) ( 159 ) ( 146 ) ( 115 ) ( 114 )

+ 34 ▲ 25 + 6 ▲ 13 ▲ 31 ▲ 1

普通 計

旭 川 東 6 6 1

単 旭 川 西 5 5 0

単 旭 川 北 5 5 -1

総 旭 川 南 5 5 0

単 旭川永嶺 5 5 0

旭川商業 商 5 5 0

旭川工業 工 6 6 34

旭川農業 農 4 4 7

鷹　　栖 1 1 21

東　　川 2 2 9

美　　瑛 1 1 22

中
高

上　　川 1 1 19

単 富 良 野 4 4 31

商 1
農 1
工 1

上富良野 1 1 18

*南富良野 1 1 20

16校 37 55 257

・

・

・

・◯地域連携校の導入 第１学年１学級の高校のうち、地理的状況等から再編が困難であり、かつ地元からの進学
率が高い高校については、地域連携校に位置付け、遠隔システムを活用した教育環境の充
実や、地域と連携した高校の魅力化等により、可能な限り存続を図ることが必要

地域連携校以外の第１学年１学級の高校について、５月１日現在の第１学年の在籍者数が
２年連続して２０人未満となった場合は、再編整備の検討が必要

資料５

3 76
商▲１
工▲１
農▲１

Ｒ７

令和10(2028)～13(2031)年度までの見通し
令和９(2027)
年度の見通し

(2024) (2025)

令和７(2025)
年度

▲ 17

学区内中卒者数

職業
学校名

令和６(2024)年度の Ｒ6
(2024)
欠員

学科及び募集学級数

対前年増減 ▲ 23

▲ 39▲ 47

( 2,576 )

摘要

+ 11

令和８(2026)
年度

▲ 79
▲ 396

3,318

▲ 210
旭川市中卒者数

対前年増減 + 1

富良野市中卒者数

( 2,507 )

▲ 69

( 161 ) ( 144 )

対前年増減

地域別検討協議会学区別検討資料(上川南学区)

Ｒ６

▲ 311

上川南学区高校配置計画の見込み

区　　分

▲ 281
3,239

富良野緑峰

学区の検討事項

18

◯１学級規模の高校の在り方

普▲４

令和１０（２０２８）年以降については、令和１３（２０３１）年までに学区全体で２８
１人の中卒者数の減が見込まれること、特に令和１０年（２０２８）年において学区全体
で１１９人（旭川市で１１６人）、令和１２（２０３０）年に１７４人（旭川市で１２１
人）の大幅な減が見込まれることから、旭川市内及び周辺町における配置の在り方の検討
が必要

令和９（２０２７）年度の定員調整等の検討に当たっては、１７人の中卒者数の減のほ
か、市町村ごとの中卒者数の状況なども考慮した検討が必要

学区の検討事項と現状・課題

注２ 学校名の｢単｣は単位制、｢総｣は総合学科、｢フ｣はフィールド制、｢中高｣は連携型中高一貫教育校、｢地｣は地域連携校。

新　設　校

富良野緑峰高校校舎を
使用普＋３

工＋１
農＋１

〔単位制導入〕

○中卒者数の増減に対応しながら、多様
な学習ニーズに応える高校配置の在り方

普▲４　普＋３
工▲１　工＋１
農▲１　農＋１

商▲１

注３ 学校名の＊は市町村立学校。

現状・課題

注１ 学科種別の「普通」には、普通科のほか、総合学科、理数、外国語、体育等の専門学科を含む。

公私比率勘
案後０～１
学級に相当
する中卒者
の減

公私比率勘案後４年間で４～５学級
に相当する中卒者の減

出典：令和６年度（2024年度）第１回公立高等学校配置計画地域別検討協議会資料
 ―学生確保（資料） -8-



2023年度旭川⾼専卒業⽣・修了⽣アンケート

1. 旭川⾼専における最終学歴を教えてください。

2. 卒業学科を教えてください。

3. 卒業後、何年程度経過しているか当てはまるものをお選び下さい。

354
応答

07:38
完了するのにかかった平均時間

アクティブ
状態

本科卒業 308

専攻科修了 46

機械システム⼯学科（機械⼯学科… 111

電気情報⼯学科（電気情報⼯学… 67

システム制御情報⼯学科（制御情… 42

物質化学⼯学科（⼯業化学科） 88

5年未満 52

5年から10年 39

10年から20年 17

20年から30年 53

30年以上 147

―学生確保（資料） -9-



4. 現在までに携わった主な職種をお教えください（複数回答可）

5. ご自身が旭川高専在学中に身に付けた知識や能力に関する質問です。
以下のそれぞれの項目について当てはまるものを選択してください。

生産（製造） 94

生産（保全） 41

研究・開発 107

サービスエンジニアリング 52

設計 98

品質管理 71

経営・管理 69

調査・企画 36

営業 50

事務職 34

その他 66

十分身についた 概ね身についた あまり身につかなかった 全く身につかなかった

【専門知識と専門的な視野】

【専門分野における実践力と創造性】

【複合・融合領域に対応する力】

【課題発見と解決の能力 】

【日本語によるコミュニケーション能力】

【外国語によるコミュニケーション能力と国際的視野】

【他者と協力しながら自主的に行動する力】

【豊かな教養と論理的思考力】

【継続して自己研鑽する力】

100% 0% 100%

―学生確保（資料） -10-



6. 修了した専攻を教えてください。

7. 修了後、何年程度経過しているか当てはまるものをお選び下さい。

8. 現在までに携わった主な職種をお教えください（複数回答可）

⽣産システム⼯学専攻（機械出⾝… 4

⽣産システム⼯学専攻（電気出⾝… 4

⽣産システム⼯学専攻（制御出⾝… 6

応⽤化学専攻 32

5年未満 24

5年から10年 10

10年から15年 6

15年以上 6

⽣産（製造） 4

⽣産（保全） 2

研究・開発 21

サービスエンジニアリング 2

設計 4

品質管理 1

経営・管理 0

調査・企画 1

営業 4

事務職 4

その他 16

―学生確保（資料） -11-



9. ご自身が旭川高専専攻科在学中に身に付けた知識や能力に関する質問です。
以下のそれぞれの項目について当てはまるものを選択してください。

十分身についた 概ね身についた あまり身につかなかった 全く身につかなかった

【専門知識と専門的な視野】

【専門分野における実践力と創造性】

【複合・融合領域に対応する力】

【課題発見と解決の能力 】

【日本語によるコミュニケーション能力】

【外国語によるコミュニケーション能力と国際的視野】

【他者と協力しながら自主的に行動する力】

【豊かな教養と論理的思考力】

【継続して自己研鑽する力】

100% 0% 100%

―学生確保（資料） -12-



10. 旭川⾼専の本科卒業⽣・専攻科修了⽣に求められる能⼒・技能について、今後も重要であると思われるもの
を以下からお選びください。（複数選択可）

11. 今後の旭川⾼専の本科卒業⽣・専攻科修了⽣に期待する技術領域がございましたら、ご記⼊ください（複数
記載可）。

122
応答 最新の回答

更新

17回答者 (14%) この質問に 分野回答しました。

専⾨知識と専⾨的な視野 206

専⾨分野における実践⼒と創造性 218

複合・融合領域に対応する⼒ 130

⽇本語によるコミュニケーション能⼒ 147

外国語によるコミュニケーション能⼒… 172

課題発⾒と解決の能⼒ 215

他者と協働しながら⾃主的に⾏動… 202

豊かな教養と論理的思考⼒ 128

継続して⾃⼰研鑽する⼒ 171

情報収集・活⽤・発信⼒ 150

社会や環境、⼈々に対する影響や… 153

AI、数理データ、IoTを活⽤できる⼒ 132

サイバーセキュリティに関するスキル 69

エネルギーや環境問題を解決するた… 99

その他 9

分野開発
⼈材

論
⼤学

課題
⾼専

時代 実習
化学要体 ⼯場
学科

研究

半導体

設計 基礎⼒専⾨知識

在学

―学生確保（資料） -13-
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12. 旭川⾼専に対するご意⾒、ご提案等があればご記⼊ください。 

106
応答 最新の回答

26回答者 (25%) この質問に こ回答しました。

こ 事
技術 学⽣
⼤学

教育

旭川⾼専
学校

必要 企業

⼈材知識

卒業⽣ 育成

ため 分野
能⼒

環境

実践

⽇本

―学生確保（資料） -14-



11. ₈ῇχӅ ‰ χ ᴬ Ộ ʾ ῼᴬ τṍ βϥṪ ӽΥέίΜϘΰθϣ έ̋Ṝ ΨιήΜ

ˢ Ṝ∏ᴦˣ̒  

 

 �z ϵКиϻ˔  

 �z ᵰ⁯῎ 

 �z кЩАЕσςχ ṐṀχ ὓʾᵫ  

 �z ЀрСв˔ЌΥ ◐ϛχ₇ʺЀрСв˔Ќ˔ᵫ τ ⱧΰϘΰθʻ ̰  ОϱϷИϯ ˗ᶀ₢Ϭ

⌠ϣσΜ ḧ  ̰  ◓ЀрСв˔Ќ˗AI̠ϱрЌ˔КАЕχⱳχ Ṫ  

 �z ︣ χ ӽχ πʺꜛ ᴟϬ ΰοΜϥὺ Ṑᵣʺ Ṑᵣʺ ỘṐᵣσςτ ϙ₅ϭπ

ϙοψςΞΤ ᾝ̋ Ӄρᴿ χ ₰Ϭ ϘΠЊТЕᵫ χם ᴟϬ ◙βάρϜ ρ―Πϥ  ̒

 �z םπPDCAϬꜛᾪḁὫπ︣בֿ ϥ ∙Υ σΨσμοΦοΜϘβ̒ ⌠Ộψ₈ῇкЩАЕ

Ϟ AIτ ΦḊϩϤϘβχπʺρτΤΨꜛ πЯЛϬ―Πο Ϊϥ ∙χӾ ϬΣḻΜ ΰϘβ  ̒

 �z ᶘβϥӪṰχӪ꜡ ΪᴡᾮτῬᶘὉ ΰθΤӪ꜡ Ϊ  

 �z ṁ ᶘ ʺῨṂ ʺᵔὨ ΥΚϦωʺⱲ χ ᴟτϜνΜοΜΪϥʺθΨϘΰΜṪ τσϦϥיּ

ρ◘ΜϘβʻ 

 �z ʺ ṓṐᵣ › ꜡ 

 �z ϱЛЦ˔ГϰУσ ∙ΥẐϛϣϦοΜϥΥʺ ӽτᾢϣγʺЫϼкπ ᵦϬᾋνϛʺṪ ρ

ὫόνΪϥάρΥ ʻϘθʺᵫ ΰθṪ Ϭ χ τ βθϛχʺΣỲˢᵫ Ϟ ΪʺⱢ

Ỳ σςˣτνΜοχṁ ꜡Ϭ τνΪϥάρτϜӪ꜡Ϭⱱμο ΰΜ 

 �z ♆Υ∕ᶘΰοΜθ₇ψʺ ϬΰοΜθֽ῎χ Υ  πψֽ῎ΥπΦοϜ▫ ΥσΜρ ΰ

οΜϘΰθʻ ρΰθάρΥ₈πϜṜᴓτ ΰΜπβʻṪ ιΪπψЍЮπʺζχṪ Ϭ

⁯χ θκτ ΠθϤϯС˔иΰθϤβϥάρσςπʺṪ ϬϯАФήδϥάρΥ ιρ

◘ΜϘβʻ₈Ϝʺ‰ Τϣ ᶘ ᶘΰθῇτֽ῎ χ τἂ ΰοΜϥρ ΜοΜϥχπʺ

ᴬᶘ χֽ῎ ϯАФϬΰοΜθιΦθΜπβ̒  

 �z ễᴬ π ϩϣγʺζχ Υἇ τᾝ πςχϢΞτ►ϩϦϥχΤʺᾝ πχᶨ Ⱨ Ϭ

ϥάρʻ 

 �z ṍ βϥṪ ӽτνΜοψ τέίΜϘδϭs ṌτⱲ Τϣ ϦβΧϘΰθˣ̒ ₈ῇẶ Ḽ̋Ộᶨ

τΣΜοχם“ Υ ρ◘ΜϘβʻ 

 �z AI ꜡ 

 �z ӺῬᶘʺ ẔḕẽʺSDGS 

 �z ᾝ∕ʺ ήϦοΜϥAIṪ Ϟ ᴬᶘ Ϭᾃԏβϥ ∙ΥӾμο ΰΜʻ 

 �z σϭπϜϢΜΤϣϞϤ Ψ  

 �z ꜛ ϵКиϻ˔χ ᶨ  

 �z ḕᴟּזᵓϒχ ρṪ χϯАФτ‟ᾅπΦϥ ∙χṪ ΤϣχӾ  

 �z ГϼИϸиӟᵰτʺHS/CS 

 �z ЈϺвзГϰʺкЩГϰϼІ 

 �z matlabϬ►Μάσδϥ ʺSMT χ Ϊʺ‰ ᵕ ὓʺṁ ОЌ˔р ὓ 

 �z ♆χ ›ʺ ᵰχЀрСг˔ЌχЊТЕᵫ ρΜΞ χ▫ⱧτνΜθΥʺ ᶨρ ᶨχὊ
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